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「リハビリテーション関連 3 様式」の 

作成方法 
 

リハビリテーションマネジメント加算を算定する場合、任意ですが次の３様式をライフに提出し

ます。 

 ・リハビリテーション会議録 

 ・リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票（以下、プロセス管理票） 

 ・生活行為向上リハビリテーション実施計画書 

これらの 3 様式は、《サービス計画》〈リハビリ〉で、画面を切り替えて入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．リハビリテーション会議録 

 「新規」ボタンをクリックし、入力してください。 

 作成年月日を入力したら、対象サービス（訪問：訪問リハ、通所：通所リハ）を選択します。 

 タブで切り替え「会議出席者」「支援方針・内容・共有事項」「不参加理由・検討事項」を入力し

ます。 
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ご利用者様やご家族を会議出席者に入力する場合は、下図のように入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．プロセス管理票 

 「新規」ボタンをクリックし、入力してください。作成年月日、作成者を入力したら対象サー

ビス（訪問、通所）、実施したプロセスを選択して参加者および内容を入力します。 
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3．生活行為向上計画書 

 「新規」ボタンをクリックし、入力してください。タブで切り替え「目標・実施期間」「活動」

「心身機能」「参加」「支援内容の評価」を入力します。「活動」「心身機能」「参加」では訓練の 

内容を記載するとともに、LIFE 提出用の支援コード（ICF コード）も選択します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入力可能な文字数と LIFE に提出する文字数に差異がある項目があります。 

別資料「リハビリ関連 3 様式の入力文字数」をご確認ください。 

←支援コード（ICF コード） 


